
「
中
本
」
受
容
と
大
島
屋
伝
右
衛
門

―
―
版
元
、
そ
し
て
貸
本
問
屋
と
し
て
―
―

松

永

瑠

成

③
「
貸
本
類
仕
入
所
」
や
「
古
本
売
買
所
」
な
ど
か
ら
の
購
入
、
④
貸
本

屋
自
身
に
よ
る
制
作
（
特
に
写
本
）
の
四
つ
で
あ
る（
注
２
）。
こ
の
う
ち
①

③
に
つ
い
て
は
、
貸
本
屋
旧
蔵
本
に
み
ら
れ
る
広
告
や
摺
物
か
ら
書
籍
の

仕
入
れ
方
法
を
分
析
し
た
長
友
氏（
注
３
）
の
ほ
か
、
馬
琴
の
書
簡
に
基
づ

く
調
査
に
よ
り
、
貸
本
屋
が
版
元
か
ら
読
本
を
購
入
し
て
い
く
様
子
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
た
濱
田
啓
介
氏
の
研
究
が
あ
る（
注
４
）。
と
は
い
え
、
こ
う

し
た
版
元
・
貸
本
屋
間
に
お
け
る
書
籍
流
通
の
実
態
は
、
未
だ
十
全
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
す
る
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
滑
稽
本
や

人
情
本
を
中
心
と
し
た
中
本
の
版
元
・
貸
本
屋
間
に
お
け
る
流
通
に
注
目

す
る
。
こ
の
流
通
を
明
ら
か
に
す
る
方
策
と
し
て
、
こ
こ
で
は
書
肆
大
島

屋
伝
右
衛
門
を
取
り
上
げ
る
。
大
島
屋
は
「
人
情
本
中
そ
の
大
半
は
こ
の

文
永
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
と
云
つ
て
も
可
い
位
」（
注
５
）、
ま
た
は
「
中
本

版
元
の
第
一
人
者
」（
注
６
）
な
ど
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
中
本
と
の
関
わ
り
が

指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
書
肆
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は
じ
め
に

　

蔵
書
目
録
や
営
業
文
書
、
あ
る
い
は
書
籍
に
貼
付
さ
れ
た
摺
物
、
押
捺

さ
れ
た
蔵
書
印
な
ど
か
ら
、
貸
本
屋
の
具
体
的
な
蔵
書
を
窺
い
知
れ
る
。

そ
の
蔵
書
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
娯
楽
性
の
強
い
作
品
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
近
世
後
期

を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
洒
落
本
・
読
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
・
草
双
紙
と

い
っ
た
戯
作
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
大
き
い
。
明
治
一
〇
年
代
、
東
京

牛
込
区
細
工
町
の
貸
本
屋
池
田
屋
清
吉
で
は
、
戯
作
を
は
じ
め
と
す
る
近

世
期
の
作
品
が
し
き
り
に
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
貸
本
屋
の
蔵
書
内
容
と

利
用
者
の
嗜
好
は
、
近
代
初
頭
に
至
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
変
容
し
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る（
注
１
）。

　

さ
て
、
貸
本
屋
が
右
の
よ
う
な
蔵
書
を
形
成
す
る
ま
で
の
過
程
、
特
に

書
籍
の
入
手
に
関
し
て
は
長
友
千
代
治
氏
が
四
つ
の
方
法
を
提
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
①
版
元
か
ら
の
直
接
購
入
、
②
貸
本
屋
か
ら
の
購
入
、



で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
大
島
屋
の
出
版
活
動
を
概
観
し
て
い
く

な
か
で
、
版
元
が
貸
本
屋
へ
中
本
を
供
給
し
て
い
く
構
造
の
一
例
を
明
ら

12

か
に
す
る
と
と
も
に
、
大
島
屋
が
人
々
の
中
本
受
容
に
果
た
し
た
役
割
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

一　

大
島
屋
伝
右
衛
門
の
概
要
と
そ
の
系
譜

　

大
島
屋
伝
右
衛
門
は
、
江
戸
京
橋
弥
左
衛
門
町
の
書
肆
。
文
永
堂
と
号

し
た
。
明
治
以
降
は
「
武
田
伝
右
衛
門
」「
武
田
文
永
堂
」「
文
永
堂
書

店
」
と
も
称
し
て
い
る
。「
書
物
問
屋
名
前
帳
（
古
組
）」（
注
７
）、「
地
本

双
紙
問
屋
仮
組
」（
注
８
）
の
双
方
に
名
前
を
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
書
物
問

屋
・
地
本
草
紙
問
屋
を
兼
任
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

管
見
の
限
り
で
大
島
屋
の
携
わ
っ
た
最
初
の
出
版
物（
注
９
）
は
、
文
化

一
二
年
に
和
泉
屋
市
兵
衛
・
三
崎
屋
清
吉
・
中
村
屋
幸
蔵
ら
と
の
相
版
で

出
版
さ
れ
た
振
鷺
亭
作
『
御
利
生
正
札
附
千
社
参
』
初
編
で
あ
る（
注

）。

11

対
し
て
最
後
の
出
版
物
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
五
日
発
行
の

行
徳
王
江
著
『
日
本
名
勝
詩
選
』
第
六
版
お
よ
び
近
藤
元
粹
著
『
篆
刻
鍼

10

度
』
第
六
版
、
同
著
『
杜
工
部
詩
醇
』
第
六
版
で
あ
る（
注

）。
こ
れ
ら
三

書
は
、
全
て
大
正
七
年
に
廃
業
し
た
青
木
嵩
山
堂
か
ら
求
版
し
た
も
の
で

あ
る（
注

）。
よ
っ
て
出
版
物
か
ら
確
認
で
き
る
活
動
時
期
は
、
文
化
一
二

年
か
ら
大
正
九
年
と
な
る
。
大
島
屋
は
少
な
く
と
も
文
化
年
間
か
ら
明

治
・
大
正
に
わ
た
る
約
百
年
も
の
間
、
営
業
を
続
け
て
い
た
書
肆
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

大
島
屋
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
創
業
し
た
書
肆
が
大
正
年
間
ま
で
営

業
を
続
け
る
例
は
そ
う
み
ら
れ
な
い
。
稀
有
な
存
在
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
歴
代
伝
右
衛
門
の
系
譜
や
具
体
的
な
出
版
活
動
の
実
態
は
こ
れ
ま
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
断
片
的
な
資
料
や
記

述
を
整
理
し
な
が
ら
歴
代
伝
右
衛
門
の
系
譜
を
辿
り
、
大
島
屋
の
概
要
を

整
理
し
て
い
く
。
な
お
、
現
時
点
で
は
系
図
お
よ
び
墓
碑
を
見
出
だ
せ
て

い
な
い
た
め
、
便
宜
的
に
存
在
を
確
認
し
得
る
最
初
の
伝
右
衛
門
を
仮
に

初
代
と
し
て
い
る
。

　

初
代
伝
右
衛
門
の
生
年
や
出
自
、『
御
利
生
正
札
附
千
社
参
』
初
編
を

刊
行
す
る
ま
で
の
経
歴
は
一
切
不
明
だ
が
、
当
初
は
貸
本
業
を
営
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
に
お
け
る
書
肆
の

な
か
に
、
は
じ
め
は
貸
本
業
を
営
み
、
後
に
版
元
と
な
っ
た
例
を
多
く
見

出
せ
る
こ
と
と（
注

）、
架
蔵
の
写
本
『
よ
し
原
雀
』（
注

）
に
押
捺
さ
れ
た

「
山
形
に
大
伝
」
の
矩
形
墨
印
（【
図
１
】）
の
存
在
に
基
づ
く
推
測
だ
が
、

後
述
す
る
貸
本
屋
を
念
頭
に
置
い
た
出
版
活
動
に
も
、
こ
う
し
た
経
験
が

活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
蓋
然
性
は
非
常
に
高
い
。

　

初
代
伝
右
衛
門
の
名
が
み
え
る
確
か
な
資
料
に
は
、
先
に
触
れ
た
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）、
問
屋
仲
間
再
興
時
の
名
前
帳
「
地
本
双
紙
問
屋
仮

組
」
が
あ
る
。

　

弥
左
衛
門
町
家
主　

大
島
屋
伝
右
衛
門

安
政
三
辰
年
五
月
十
八
日
播
磨
守
殿
御
内
寄
合
此
伝
右
衛
門
病
死
ニ

付
同
人
伜
安
次
郎
事
伝
右
衛
門
と
改
名
跡
相
続
願
済
同
廿
日
申
渡

　

同
人
伜
安
次
郎
事
伝
右
衛
門

13

　

こ
の
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
五
月
に
病
死
し
て
い
る
の
が
、
初
代
伝

14
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右
衛
門
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
天
保
の
改
革
で
処
罰
さ
れ
た

の
も
、
こ
の
初
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
市
中
取
締
懸
が
天
保
一
二
年

（
一
八
四
二
）
一
二
月
に
提
出
し
た
「
絵
草
紙
并
人
情
本
好
色
本
等
之
義

ニ
付
申
上
候
書
付
」（
注

）
に
は
、
天
保
の
改
革
で
処
罰
さ
れ
た
版
元
な
ら

び
に
、
そ
の
版
元
が
蔵
版
し
て
い
た
書
籍
の
一
覧
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

15

の
う
ち
、
大
島
屋
の
項
を
抜
粋
す
る
。

弥
左
衛
門
町
家
主
書
物
問
屋
伝
右
衛
門
所
持
罷
在
候
板
木

一
恵
の
花
（『
春
色
恵
の
花
』）

六
冊

初
篇
ゟ

　
二
篇
迄　

初
篇
ゟ

四
篇
迄　

一
梅
暦
（『
春
色
梅
児
誉
美
』）　

拾
弐
冊

一
辰
巳
の
園
（『
春
色
辰
巳
園
』）　

同
断　

拾
弐
冊

ヱ
イ
タ
イ
ダ
ン

ゴ

初
篇
ゟ

一
英
対
暖
語
（『
春
色
英
対
暖
語
』）

拾
五
冊

一
懐
中
歴
（『
花
暦
懐
中
暦
』）　

拾
五
冊

　
五
篇
迄　

初
篇
ゟ

四
篇
迄　

初
篇
ゟ

一
貞
操
深
雪
松
（『
貞
操
深
雪
松
』）

六
冊

　
二
篇
迄　

初
篇
ゟ

一
八
堅
志
（『
婦
女
八
賢
誌
』）

拾
弐
冊

　
四
篇
迄　

前
篇
ゟ

後
篇
迄　

一
雪
の
梅
（『
春
色
雪
の
梅
』）　

六
冊

初
篇
ゟ

三
篇
迄　

一
蘭
蝶
記
（『
蘭
蝶
記
』）　

九
冊

一
文
の
は
や
し
（『
文
の
は
や
し
』）　

初
篇　

三
冊

再
板
も
の

一
二
筋
道
（『
傾
城
買
二
筋
道
』）

六
冊

初
篇
ゟ

　
後
篇
迄　

（
適
宜
、
括
弧
内
に
該
当
す
る
書
名
を
補
っ
た
）

　

天
保
の
改
革
で
摘
発
さ
れ
た
大
島
屋
を
含
む
版
元
七
人
に
は
、
次
の
よ

う
な
判
決
が
下
さ
れ
た
。

（
マ
マ
）

弥
左
衛
門
町
家
主
地
本
屋
伝
蔵　

外
六
人

右
之
も
の
共
儀
絵
本
草
双
紙
類
渡
世
致
し
風
俗
之
た
め
ニ
不
相
成
猥

か
ま
し
き
事
又
は
異
説
等
書
綴
候
書
物
類
売
買
い
た
す
間
敷
旨
之
町

触
相
背
人
情
本
と
唱
候
小
冊
物
之
内
ニ
は
男
女
之
勧
善
に
も
相
成
苦

か
る
間
敷
と
心
得
違
ニ
而
長
次
郎
ニ
著
述
為
致
候
小
本
は
改
受
候
而

も
追
々
増
補
い
た
し
風
俗
ニ
拘
不
宜
候
所
売
渡
売
徳
取
候
段
不
埒
ニ

徳

付
売
渡
取
上
過
料
五
貫
文
つ
ゝ

右
本
類
板
木
共
取
上
ル
本
類
は
焼
捨
間
其
旨
可
存（
注

）

　

先
に
み
た
『
春
色
恵
の
花
』
や
『
春
色
梅
児
誉
美
』
を
は
じ
め
と
す
る

人
情
本
が
風
紀
を
乱
す
と
し
て
、
売
上
金
の
取
り
上
げ
と
過
料
五
貫
文
の

支
払
い
、
お
よ
び
版
木
の
取
り
上
げ
と
書
籍
の
焼
き
捨
て
が
命
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
初
代
伝
右
衛
門
の
蒙
っ
た
損
害
は
並
大
抵
で
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
彼
は
亡
く
な
る
安
政
三
年
ま
で
大
島
屋
を
存
続
さ

せ
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
る
。

　

二
代
目
伝
右
衛
門
は
、
先
に
引
用
し
た
「
地
本
双
紙
問
屋
仮
組
」
の
記

述
に
あ
っ
た
と
お
り
、
初
代
伝
右
衛
門
の
亡
く
な
っ
た
同
年
同
月
に
名
跡

を
継
い
だ
伜
の
「
安
次
郎
」
で
あ
る
。
正
確
な
生
年
は
不
明
だ
が
、
あ
る

程
度
の
経
歴
と
亡
く
な
っ
た
時
期
は
以
下
の
資
料
か
ら
判
明
す
る
。

　

一
つ
は
、
四
葩
山
人
が
書
き
留
め
た
二
代
目
伝
右
衛
門
自
身
に
よ
る
回

想
で
あ
る（
注

）。

青
山
堂
の
父
大
島
屋
伝
右
衛
門
と
い
へ
る
人
あ
り
当
年
七
十
五
歳
の

高
齢
な
る
が
、
钁
鑠
と
し
て
記
憶
明
晰
、
嘗
つ
て
丁
子
屋
の
小
厮
と

17

し
て
、
馬
琴
に
親
し
く
面
会
し
、
又
当
時
の
状
況
を
詳
に
す
と
聞

き
、
一
日
伝
右
衛
門
氏
を
青
山
堂
に
訪
ひ
、
其
懐
旧
談
を
聞
き
、
聞

16
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く
に
随
つ
て
筆
記
せ
る
も
の
左
の
一
篇
な
り
、（
中
略
）
ハ
イ
何
か

ら
申
上
げ
て
よ
い
の
か
、
大
分
古
い
お
話
で
も
御
座
い
ま
す
し
、
記

18 憶
し
て
居
ら
ぬ
事
も
沢
山
御
座
い
ま
す
か
ら
、
其
お
積
り
で
お
聞
取

り
を
願
ひ
ま
す
。
当
時
私
の
奉
公
し
て
居
つ
た
文
渓
堂
の
主
人
が
即

ち
丁
子
屋
平
兵
衛
で
御
座
い
ま
す

　

傍
線
部
に
み
え
る
「
青
山
堂
」
は
雁
金
屋
清
吉
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
八
代
目
を
指
し
て
い
る
。『
東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概

19

（
マ
マ
）

歴
』（
注

）
に
「
当
主
ハ
江
戸
ニ
生
レ
、
九
代
武
田
伝
右
衛
門
ノ
次
子
ニ
シ

テ
幸
次
郎
ト
称
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
青
山
堂
八
代
目
当
主
は
二
代
目
伝

右
衛
門
の
次
子
で
あ
っ
た
。
続
く
傍
線
部
で
は
、
二
代
目
伝
右
衛
門
自
身

の
口
か
ら
、
か
つ
て
文
渓
堂
丁
子
屋
平
兵
衛
の
も
と
で
奉
公
し
て
い
た
と

語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
代
目
の
言
は
、「
明
治
初
年
東
京
書
林
評
判
記
」

や
「
紙
魚
の
跡　

浅
倉
屋
の
巻
（
一
）」
に
み
ら
れ
る
浅
倉
屋
久
兵
衛
の

証
言
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（
注

）。

　

も
う
一
つ
の
資
料
は
、
浅
倉
屋
に
よ
る
「
紙
魚
の
跡　

浅
倉
屋
の
巻

（
四
）」（
注
20
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
浅
倉
屋
は
「
七
月
（
大
正
九
年
七
月
か
）

に
亡
く
な
っ
た
和
書
出
版
界
の
古
老
大
島
屋
武
田
伝
右
衛
門
老
人
か
ら
嘗

て
聞
い
た
話
」
と
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
本
屋
仲
間
加
入
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
。
括
弧
で
示
さ
れ
た
注
は
『
読
売
新
聞
』
の
編
集
者
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
没
年
と
さ
れ
る
大
正
九
年
は
、
現
時
点
で
確
認
で

き
て
い
る
最
後
の
出
版
物
『
日
本
名
勝
詩
選
』『
篆
刻
鍼
度
』『
杜
工
部
詩

醇
』
の
刊
年
と
も
合
致
す
る
。

　

三
代
目
伝
右
衛
門
に
関
し
て
は
、
反
町
茂
雄
編
『
紙
魚
の
昔
が
た
り　

明
治
大
正
篇
』（
注

）
に
収
め
ら
れ
た
書
肆
の
談
話
が
参
考
に
な
る
。
と
り

わ
け
浅
倉
屋
の
そ
れ
は
情
報
に
富
ん
で
い
る
。

大
島
屋
さ
ん
は
武
田
伝
右
衛
門
の
二
代
目
の
人
で
、
私
共
の
店
に
居

た
時
分
は
政
吉
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
極
く
根
気
が
よ
く
、
若
い
時

分
「
彙
刻
書
目
」
な
ど
写
し
て
お
り
ま
し
た
。
年
季
が
す
ん
で
貸
本

問
屋
で
し
た
生
家
へ
戻
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
分
、
大
切
な
米
櫃

の
「
梅
暦
」
や
そ
の
他
の
人
情
本
の
蔵
版
が
続
々
と
活
版
に
出
来
て

し
ま
っ
た
の
で
、
貸
本
問
屋
も
や
り
に
く
く
、
セ
ド
リ
に
転
向
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
市
会
を
青
柳
で
開
く
よ
う
に
な
り
、
会

主
と
な
っ
て
一
時
は
な
か
な
か
盛
ん
な
も
の
で
し
た
。
惜
し
い
事
に

ま
だ
働
き
盛
り
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
舎
弟
が
吉
川
弘
文
館
さ
ん
の

御
出
身
で
、
後
に
雁
金
屋
清
吉
さ
ん
の
跡
を
つ
い
だ
青
山
さ
ん
で
し

た
。（
注

）

　
「
二
代
目
の
人
」
が
「
私
共
の
店
に
居
た
」「
惜
し
い
事
に
ま
だ
働
き
盛

り
に
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
み
た
よ
う
に
二
代

目
伝
右
衛
門
の
奉
公
先
は
丁
子
屋
平
兵
衛
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
和
書

出
版
界
の
古
老
」
と
も
称
さ
れ
、
大
正
九
年
に
没
し
た
と
さ
れ
る
二
代
目

を
「
働
き
盛
り
」
と
す
る
の
は
些
か
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
春
秋
園
武
田
編
・
佳
峰
園

等
栽
校
『
俳
諧
新
五
百
題
』（
注

）
の
著
作
者
は
「
武
田
正
吉
」、
発
行
者

兼
印
刷
人
は
「
武
田
伝
右
エ
門
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
浅
倉
屋
の

22

い
う
「
政
吉
」
だ
と
わ
か
る
が
、
後
者
は
一
見
す
る
と
何
代
目
の
伝
右
衛

21

門
を
指
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
当
時
存
命
し
て
い
る
の

23
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は
、「
政
吉
」
を
除
け
ば
先
に
確
認
し
た
二
代
目
た
だ
一
人
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、「
舎
弟
」
が
八
代
目
雁
金
屋
清
吉
で
あ
る
「
政
吉
」
は
、
二

代
目
伝
右
衛
門
の
長
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
の
三
代
目
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
浅
倉
屋
は
本
来
三
代
目
で
あ
る
「
政
吉
」
を
「
二

代
目
」
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
同
様
の
呼
称
は
『
紙
魚
の
昔
が
た
り　

明

治
大
正
篇
』
に
収
め
ら
れ
た
ほ
か
の
談
話
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は

判
然
と
し
な
い
が
、
彼
ら
は
「
政
吉
」
が
三
代
目
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
単
に
「
後
嗣
」
と
い
う
意
で
「
二
代
目
」
の
呼
称
を
用
い
て

い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、『
俳
諧
新
五
百
題
』
以
降
の
出

版
物
に
「
武
田
正
吉
（
政
吉
）」
の
名
が
み
え
な
い
た
め
、
三
代
目
は
少

な
く
と
も
明
治
年
間
中
に
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
三
代
に
わ
た
る
歴
代
伝
右
衛
門
の
系
譜
を
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

初　

代
…
天
保
の
改
革
で
処
罰
を
受
け
る
。
安
政
三
年
没
。

二
代
目
…
幼
名
「
安
次
郎
」。
か
つ
て
丁
子
屋
平
兵
衛
方
で
奉
公
。

初
代
の
死
没
に
よ
り
、
安
政
三
年
に
二
代
目
伝
右
衛
門
と

な
る
。
大
正
九
年
没
か
。

三
代
目
…
通
称
「
政
吉
（
正
吉
）」。
二
代
目
伝
右
衛
門
の
長
子
。
浅

倉
屋
久
兵
衛
方
で
奉
公
の
後
、
三
代
目
伝
右
衛
門
と
な

る
。
明
治
年
間
中
に
死
没
か
。

　

三
代
目
早
世
の
後
、
大
島
屋
の
営
業
は
再
び
二
代
目
伝
右
衛
門
の
手
に

委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
前
述
の
と
お
り
大
正
九
年
以
降
の
出

版
物
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
大
島
屋
は
二
代
目
伝
右
衛
門
の
死
と
と
も

に
廃
業
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

二　

中
本
と
大
島
屋
伝
右
衛
門

　

次
に
大
島
屋
の
出
版
活
動
を
種
々
の
蔵
版
目
録
か
ら
概
観
し
て
い
く
。

　
『
御
利
生
正
札
附
千
社
参
』
初
編
の
刊
行
か
ら
五
年
を
経
た
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）、
大
島
屋
は
滝
亭
鯉
丈
作
『
花
暦
八
笑
人
』
初
編
を
刊
行

し
、
以
後
本
格
的
に
出
版
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
翌
文
政
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
鼻
山
人
作
『
玉
散
袖
』
下
巻
に
は
「
文
永
堂
蔵
版
目
録
」
が
附
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
大
島
屋
の
初
期
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

　
「
文
永
堂
蔵
版
目
録
」
に
は
、
滝
亭
鯉
丈
作
『
花
暦
八
笑
人
』
初
・
二

編
（
文
政
三
・
四
年
刊
）、
一
筆
庵
主
人
作
『
人
世
栄
枯

松
の
操
物
語
』（
同
三
年

刊
）、
鼻
山
人
作
『
玉
散
袖
』（
同
年
刊
）、
滝
亭
鯉
丈
・
南
仙
笑
楚
満
人

作
『
明
烏
後
正
夢
』
初
編
（
同
四
年
刊
）、
山
東
京
山
作
『
鷲
談
伝
奇
桃

花
流
水
』（
文
化
六
年
刊
）
の
蔵
版
が
謳
わ
れ
る
と
と
も
に
、『
松
の
操
物

語
』
後
編
（『
貞
烈
竹
の
節
談
』）
と
『
花
暦
八
笑
人
』
三
編
か
ら
八
編
ま

で
の
刊
行
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
鷲
談
伝
奇
桃
花
流
水
』
は
求
版

本
で
あ
る
。

　
「
文
永
堂
蔵
版
目
録
」
と
同
時
期
の
目
録
に
、
梅
暮
里
谷
峨
作
『
斯
波

遠
説
七
長
臣
』
巻
五
（
文
政
四
年
刊
）
附
載
の
「
文
永
堂
蔵
版
目
録
」
が

あ
る（
注
24
）。
記
載
さ
れ
た
書
目
は
多
く
重
複
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
は

さ
ら
に
梅
園
主
人
作
『
奇
談
園
の
梅
』（
文
政
四
年
刊
）、
式
亭
三
馬
作

『
七
癖
上
戸
』（
文
化
七
年
刊
）
の
蔵
版
が
謳
わ
れ
、
鼻
山
人
作
『
契
情
意

味
張
月
』（
文
政
六
年
刊
）
の
刊
行
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。『
七
癖
上
戸
』
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も
『
鷲
談
伝
奇
桃
花
流
水
』
同
様
に
求
版
本
で
あ
る
。

　

為
永
春
水
作
『
春
色
英
対
暖
語
』
五
編
上
巻
所
収
の
「
米
八
婀
娜
吉
丹

治
郎
の
物
語
類
本
目
録
」
は
、『
春
色
梅
児
誉
美
』
初
―
四
編
（
天
保
三

―
四
年
刊
）、『
春
色
辰
巳
園
』
初
―
四
編
（
同
四
―
六
年
刊
）、『
春
色
恵

の
花
』
初
―
後
編
（
天
保
七
年
刊
）、『
春
色
英
対
暖
語
』
初
―
五
編
（
同

九
年
刊
）、『
春
色
梅
美
婦
祢
』
初
―
四
編
（
同
一
二
年
刊
）
な
ど
の
所
謂

「
梅
暦
シ
リ
ー
ズ
」
の
蔵
版
を
示
す
目
録
で
あ
る
。
先
に
浅
倉
屋
が
「
梅

暦
」
を
大
島
屋
の
「
大
切
な
米
櫃
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一

連
の
諸
作
品
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
大
変
な
人
気
を
博
し
た
当
た
り
作
で

あ
っ
た
。

　

梅
暦
シ
リ
ー
ズ
刊
行
を
経
て
、
大
島
屋
は
全
盛
期
を
迎
え
る
。
こ
の
時

期
の
様
子
を
伝
え
る
の
が
「
書
林
文
永
堂
蔵
販
目
録
」（
注

）
で
あ
る
。
こ

の
目
録
に
は
計
四
二
の
書
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
中

25

本
は
三
八
作
品
（
滑
稽
本
は
七
、
人
情
本
は
三
一
）
と
い
う
か
な
り
の
割

合
を
占
め
て
い
る
。
紙
幅
の
制
約
上
、
全
て
の
書
名
は
示
せ
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
求
版
本
と
判
明
し
て
い
る
も
の
の
み
掲
げ
る
。

十
返
舎
一
九
作
『
諸
用
附
会
案
文
』（
享
保
四
年
序
）

式
亭
三
馬
作
『
戯
場
粋
言
幕
之
外
』（
文
化
三
年
刊
）

同
作
『
無
而

酩
酊
気
質
』（
同
年
刊
）

七
癖

同
作
『
例
之

一
杯
綺
言
』（
同
一
〇
年
刊
）

酒
癖

同
作
『
古
今
百
馬
鹿
』（
同
一
一
年
刊
）

同
作
『
素
人
狂
言
紋
切
形
』（
同
年
刊
）

鼻
山
人
作
『
傾
城

蘭
蝶
記
』
初
―
三
編
（
文
政
七
年
序
）

此
糸

　

以
上
の
よ
う
に
、
種
々
の
蔵
版
目
録
か
ら
は
中
本
を
積
極
的
に
出
版
す

る
だ
け
で
な
く
、
他
書
肆
か
ら
求
版
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る（
注

）。
そ

の
割
合
か
ら
み
て
も
、
大
島
屋
の
出
版
活
動
は
中
本
が
軸
に
な
っ
て
い
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
本
と
大
島
屋
の
関
係
性
に
加
え
、
明
治
期
ま
で
中
本
を
印

行
し
て
い
た
様
子
は
、
現
存
す
る
中
本
自
体
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。

　

現
存
す
る
中
本
に
は
、
見
返
し
や
奥
付
を
欠
い
た
本
が
多
い
た
め
、
出

版
も
し
く
は
流
通
に
携
わ
っ
た
版
元
を
書
籍
か
ら
特
定
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
版
元
を
特
定
す
る
術
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
書
籍
の
表
紙
と
附
載
さ
れ
た
広
告
は
、
十
分
そ
の
手
掛
か
り
と
な
り

得
る
。

　

中
本
の
な
か
で
も
特
に
人
情
本
の
表
紙
に
は
、
華
や
か
な
千
代
紙
風
の

料
紙
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
料
紙
の
文
様
に
は
、
書
名
や
作
品

内
容
と
の
相
互
関
係（
注

）
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
版
元
ご
と
に
異

な
る
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
附
録
し
た
「
大
島
屋
伝
右

衛
門
所
用
表
紙
文
様
一
覧
」
は
、
大
島
屋
が
蔵
版
し
て
い
た
作
品
や
、
後

述
す
る
処
女
香
・
初
み
ど
り
の
広
告
を
有
す
る
書
籍
の
表
紙
、
つ
ま
り
大

島
屋
特
有
と
思
わ
れ
る
表
紙
文
様
を
架
蔵
本
か
ら
集
成
し
た
一
覧
で
あ

る
。
梅
暦
シ
リ
ー
ズ
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
作
品
を
問

わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
ま
で
様
々
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
紙
は
一
編
三

巻
が
一
冊
に
合
冊
さ
れ
、
口
絵
が
藍
摺
（
墨
摺
の
場
合
も
あ
る
）
と
な
っ

て
い
る
後
印
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

書
籍
に
附
載
さ
れ
た
広
告
も
、
版
元
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
の
一
つ
で

27
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あ
る
。
中
本
を
出
版
し
た
版
元
に
は
売
薬
を
兼
業
し
て
い
る
者
も
お
り
、

彼
ら
は
自
ら
が
発
行
し
た
書
籍
に
そ
の
広
告
を
た
び
た
び
附
載
し
た
。
菊

屋
幸
三
郎
の
清
涼
香
、
大
坂
屋
半
蔵
の
じ
ゆ
ん
ほ
丸
、
丁
子
屋
平
兵
衛
の

花
橘
や
雪
の
梅
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
大
島
屋
の
場
合
、

処
女
香
（【
図
２
】）
と
初
み
ど
り
（【
図
３
】）
を
商
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
処
女
香
は
、「
為
永
春
水
精
剤
」
と
謳
わ
れ
る
白
粉
下
だ
が
、

実
際
は
大
島
屋
に
よ
っ
て
製
剤
・
販
売
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
販
売
は

明
治
期
に
至
っ
て
も
続
い
て
お
り
、
萩
原
乙
彦
作
『
新
門
辰
五
郎
游
侠

譚
』
初
・
二
編
（
明
治
一
二
年
刊
）
や
松
村
春
輔
作
『
落
花

春
風
日
記
』
初

清
譚

編
下
巻
（
同
一
三
年
刊
）
の
奥
付
で
も
宣
伝
が
な
さ
れ
て
い
る（
注

）。

　

こ
う
し
た
表
紙
や
処
女
香
・
初
み
ど
り
の
広
告
を
有
す
る
中
本
、
特
に

そ
の
後
印
本
は
非
常
に
多
く
、
大
学
図
書
館
や
公
共
図
書
館
に
も
か
な
り

の
割
合
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
大
島
屋
が
長
期
に
わ

た
っ
て
中
本
を
印
行
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
と
も
に
、
変
わ
り

な
く
中
本
が
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

28

　

本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
に
お
い

て
戯
作
は
貸
本
屋
の
主
力
商
品
で
あ
っ
た
。
先
に
浅
倉
屋
が
「
貸
本
問
屋

で
し
た
生
家
」
と
回
想
し
て
い
た
よ
う
に
、
大
島
屋
は
明
ら
か
に
貸
本
屋

を
顧
客
と
し
て
意
識
し
、
中
本
を
軸
に
据
え
た
営
業
を
行
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

三　

大
島
屋
伝
右
衛
門
の
書
籍
流
通

　

浅
倉
屋
の
言
う
「
貸
本
問
屋
」
と
い
う
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ

て
は
い
た
。
前
田
愛
氏
は
こ
れ
を
「
個
人
営
業
の
貸
本
屋
を
対
象
に
、
営

業
用
の
貸
本
の
戯
作
小
説
・
写
本
類
を
卸
す
問
屋
」（
注

）
と
し
、
濱
田
啓

介
氏
は
そ
の
業
態
を
「
貸
本
屋
向
き
の
本
を
刊
行
し
、
貸
本
屋
に
仲
間
売

り
を
す
る
業
態
」（
注

）
と
し
て
い
る
。

　
「
貸
本
問
屋
」
と
い
う
語
自
体
は
近
世
期
か
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、
曲

亭
馬
琴
の
書
簡
に
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。「
文
政
十
一
年
五
月
二
十
一
日

篠
斎
宛
」
書
簡（
注

）
に
は
「
此
板
元
素
人
故
、
自
分
ニ
て
売
捌
キ
候
事

不
叶
、
丁
子
や
ハ
書
林
な
れ
ど
も
、
か
し
本
問
屋
ニ
て
、
此
も
の
引
受
、

売
捌
キ
候
故
、
凡
五
六
わ
り
の
高
利
を
得
〔
候
〕
ハ
ね
ば
引
請
不
申
候
」

と
あ
る
。
素
人
同
然
の
版
元
に
成
り
代
わ
り
、
貸
本
問
屋
で
あ
る
丁
子
屋

平
兵
衛
が
手
数
料
と
引
き
替
え
に
売
り
捌
き
を
肩
代
わ
り
し
て
い
た
と
い

う
。
ま
た
、「
天
保
十
一
年
十
二
月
十
四
日
篠
斎
宛
」
書
簡
に
は
、「
如
仰

の
、
如
此
く
た
れ
本
ハ
、
貸
本
問
屋
江
頼
置
候
て
も
得
安
く
候
得
ど
も
、

元
摺
ニ
而
無
き
ず
の
本
は
、
久
敷
丁
子
屋
江
頼
置
候
へ
ど
も
、
手
ニ
入
か

ね
候
間
、
無
拠
其
御
地
江
奉
頼
候
事
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
。「
元
摺
ニ
而

無
き
ず
の
本
」、
つ
ま
り
摺
り
も
状
態
も
よ
い
本
は
、
た
と
え
丁
子
屋
で

も
手
に
入
れ
る
の
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
馬
琴
の
書
簡
以
外
で
は
、

為
永
春
水
作
『
春
告
鳥
』
二
編
（
天
保
年
間
刊
・
丁
子
屋
平
兵
衛
版
）
の

こ

と
し

し
ん
は
ん

う
れ
る

み

う
ま

あ
い
だ

よ
ろ
づ

お
も
し
ろ

ゑ

序
文
に
「
今
年
も
新
著
の
発
行
を
巳
午
の
間
か
ら
万
よ
し
と
は
面
白
き
笑

が
ほ

か
し
ほ
ん
と
ひ

や

し
ゆ

よ
ろ
こ
び
か
さ

べ
ん
さ
ん
べ
ん

顔
ぞ
貸
本
問
屋
衆
の
喜
悦
重
な
る
二
編
三
編
」、『
藤
岡
屋
日
記
』
巻
二
九

31 30
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「
嘉
永
三
庚
戌
年
珍
話
八
月
ゟ

」
に
「
九
月
二
日
夜
雨
降
ニ
、
大
伝
馬
町
三
丁

極
日
迄

目
貸
本
問
屋
丁
子
屋
平
兵
衛
方
江
、
手
先
之
者
参
り
候
て
申
候
ハ
」（
注

）

33

な
ど
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
用
例
を
も
と
に
改
め
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
貸
本
問
屋
と
は

貸
本
向
け
の
書
籍
を
出
版
・
蔵
版
し
、
そ
れ
ら
を
卸
す
問
屋
と
し
て
の
機

能
を
有
し
た
書
肆
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
さ
し
て
出
版
を
行
っ

て
い
な
い
水
戸
の
書
肆
山
本
作
兵
衛
も
自
身
を
「
貸
本
問
屋
」
と
称
し
て

い
る（
注

）
た
め
、
時
に
は
貸
本
屋
に
書
籍
を
卸
す
仲
卸
業
者
を
も
貸
本

問
屋
と
言
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

近
世
期
の
用
例
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
先
に
浅
倉
屋
が

回
想
し
て
い
た
よ
う
に
大
島
屋
も
ま
た
貸
本
問
屋
で
あ
り（
注

）、
そ
の
営

業
は
近
代
初
頭
に
ま
で
及
ぶ
長
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
（【
図
４
】）。
で

は
、
主
と
し
て
中
本
を
取
り
扱
う
版
元
で
あ
る
と
と
も
に
、
貸
本
問
屋
で

も
あ
っ
た
大
島
屋
は
ど
の
よ
う
な
書
籍
流
通
網
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ

34

ろ
う
か
。

　

大
島
屋
を
中
心
と
す
る
書
籍
流
通
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
大
島
屋
が

蔵
版
し
て
い
た
作
品
や
、
前
述
し
た
表
紙
・
広
告
を
有
す
る
書
籍
を
対
象 32

に
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
押
捺
さ
れ
た
貸
本
屋
の
も
の
と
思
わ
れ
る
蔵

書
印
を
収
集
し
表
に
ま
と
め
た
（【
別
表
】）。
蔵
書
印
か
ら
そ
の
印
を
使

用
し
て
い
た
貸
本
屋
を
特
定
す
る
の
は
難
し
く
、
地
域
の
判
明
し
た
例
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
流
通
の
片
鱗
を
窺
い
知
る
に
は
十
分
で
あ
ろ

う
。
こ
の
表
か
ら
大
島
屋
の
携
わ
っ
た
書
籍
が
流
通
を
経
て
、
最
終
的
に

行
き
着
い
た
地
点
が
判
明
す
る
。

　
【
別
表
】
の
地
域
に
は
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
を
は
じ
め
と
し
て
、
陸

奥
国
・
出
羽
国
・
加
賀
国
・
越
後
国
・
若
狭
国
・
常
陸
国
・
上
野
国
・
武

蔵
国
・
信
濃
国
・
甲
斐
国
・
遠
江
国
・
尾
張
国
・
伊
豆
国
・
紀
伊
国
・
伊

勢
国
・
近
江
国
・
播
磨
国
・
備
中
国
・
備
後
国
・
安
芸
国
・
伊
予
国
・
筑

前
国
・
肥
後
国
を
確
認
で
き
る
。
本
が
卸
さ
れ
た
時
期
や
仕
入
れ
た
書
肆

も
わ
か
ら
ず
、
扱
い
に
く
い
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
国
的
と
も
い
え

る
か
な
り
広
い
範
囲
に
書
籍
が
流
通
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
だ
が
、

明
治
期
も
含
め
た
大
島
屋
の
出
版
物
に
み
え
る
売
弘
所
や
売
捌
所
か
ら

は
、
こ
う
し
た
全
国
的
な
流
通
の
痕
跡
を
確
認
で
き
な
い
。
は
た
し
て
、

大
島
屋
は
広
域
的
な
流
通
網
を
本
当
に
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

拙
稿
「
大
島
屋
伝
右
衛
門
出
版
書
目
年
表
稿
」
を
も
と
に
、
文
化
一
二

年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
の
間
に
大
島
屋
と
共
同
で
出
版
を
行
っ
て
い
る
書

肆
を
集
計
し
た
。
そ
の
う
ち
、
上
位
に
位
置
す
る
書
肆
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、
集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
大
島
屋
に
と
っ
て
画
期
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
『
春
色
梅
児
誉
美
』
の
刊
行
以
前
と
以
後
に
わ
け
て
い

る
。

『
春
色
梅
児
誉
美
』
以
前
（
文
化
一
二
〜
天
保
二
年
）

　
　

越
前
屋
長
次
郎　

　
　

鶴
屋
金
助　
　
　

9

　
　

西
村
屋
与
八　
　

9

　
　

丁
子
屋
平
兵
衛　

7

　
　

大
坂
屋
茂
吉　
　

6

　
　

河
内
屋
茂
兵
衛　

5 10
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『
春
色
梅
児
誉
美
』
以
後
（
天
保
三
〜
明
治
元
年
）

　
　

丁
子
屋
平
兵
衛　

　
　

河
内
屋
茂
兵
衛　

　
　

西
村
屋
与
八　
　

8

　
　

秋
田
屋
市
兵
衛　

5

　
　

河
内
屋
長
兵
衛　

4

　
　

菊
屋
幸
三
郎　
　

10 123

　
『
春
色
梅
児
誉
美
』
以
前
は
、
ほ
か
の
江
戸
の
書
肆
と
出
版
を
行
う
な

か
で
地
本
問
屋
と
し
て
の
足
場
を
固
め
て
い
る
感
が
あ
る
。
加
え
て
首
位

に
立
つ
越
前
屋
長
次
郎
と
い
う
存
在
は
、
梅
暦
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
春
水

36

作
品
を
多
く
出
版
・
蔵
版
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
大
島
屋
の
今
後
を
予
感

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
『
春
色
梅
児
誉
美
』
以
降
で
は
、
河
内
屋

茂
兵
衛
や
河
内
屋
長
兵
衛
、
秋
田
屋
市
兵
衛
と
い
っ
た
上
方
の
書
肆
と
の

出
版
が
増
加
す
る
。
と
り
わ
け
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
絶

大
な
勢
力
を
誇
っ
た
河
内
屋
一
統
の
存
在
は
見
逃
せ
な
い（
注
35
）。
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
大
島
屋
だ
け
で
な
く
、
中
本
の
出
版
全
体
に
み
ら
れ
る
。
鈴

木
圭
一
氏
は
、
こ
こ
に
す
で
に
全
国
に
拓
か
れ
て
い
た
読
本
の
流
通
網
が

利
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（
注

）。

　

だ
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
大
島
屋
と
丁
子
屋
平
兵
衛
と
の
関
係
に
注
目

し
て
お
き
た
い
。
丁
子
屋
は
共
同
で
出
版
を
行
っ
て
い
る
書
肆
と
し
て
常

に
上
位
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
越
前
屋
長
次
郎
は
馬
琴
の
「
天
保
九
年

十
月
二
十
二
日
篠
斎
宛
」
書
簡
の
な
か
で
「
丁
子
屋
の
ふ
と
こ
ろ
小
刀
」

と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
丁
子
屋
と
懇
意
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
丁
子
屋
は
河
内

屋
茂
兵
衛
と
相
版
で
読
本
や
人
情
本
を
多
く
出
版
し
て
お
り
、
両
者
が
近

し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
大
島
屋
の
書
籍
流
通

網
に
は
、
丁
子
屋
の
影
が
見
え
て
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

丁
子
屋
が
貸
本
問
屋
と
し
て
素
人
同
然
の
版
元
に
成
り
代
わ
り
、
売

り
捌
き
を
行
っ
て
い
た
の
は
す
で
に
確
認
し
た
（「
文
政
十
一
年
五
月

二
十
一
日
篠
斎
宛
」
書
簡
）。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
天
保
十
二
年
正
月

二
十
八
日
篠
斎
宛
」
書
簡
に
あ
る
春
水
の
中
本
が
「
上
方
筋
ハ
殊
之
外
行

れ
、
東
北
ハ
奥
州
迄
、
西
ハ
長
崎
を
限
り
、
春
水
の
中
本
多
売
候
由
、
丁

子
屋
悦
吹
聴
致
候
事
ニ
御
座
候
」
と
い
う
一
文
は
、
丁
子
屋
が
上
方
の
書

肆
や
ほ
か
の
地
域
へ
の
流
通
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
二
代
目
伝
右
衛
門
が
丁
子
屋
方
で
奉
公
す
る
よ
り
前
か
ら
、
つ

ま
り
初
代
伝
右
衛
門
の
時
代
か
ら
大
島
屋
と
丁
子
屋
は
親
し
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
丁
子
屋
の
斡
旋
に
よ
り
越
前
屋
長
次
郎
や
河
内
屋
一
統
と
の
知

遇
を
得
た
大
島
屋
は
、
読
本
の
流
通
網
を
ベ
ー
ス
と
す
る
販
路
を
獲
得
で

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
富
な
中
本
の
蔵
版
を
売
り
と
し
な
が
ら
、
全
国

の
貸
本
屋
を
対
象
と
し
た
営
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

大
島
屋
伝
右
衛
門
は
、
文
化
年
間
の
創
業
か
ら
中
本
を
多
く
刊
行
す
る

だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
書
肆
か
ら
積
極
的
に
求
版
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
第
に
そ
の
蔵
版
書
目
を
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
丁
子
屋
平

兵
衛
の
流
通
網
や
、
丁
子
屋
の
協
力
に
よ
り
得
た
河
内
屋
一
統
を
は
じ
め
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と
す
る
上
方
の
流
通
を
利
用
し
な
が
ら
、
中
本
を
明
治
期
ま
で
世
に
送
り

出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

版
元
、
そ
し
て
貸
本
問
屋
と
し
て
、
書
籍
を
市
場
へ
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
、
大
島
屋
は
近
代
初
頭
に
至
る
ま
で
貸
本
屋
を
、
ま
た
彼
ら
貸
本
屋

を
通
じ
た
人
々
の
中
本
受
容
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
１　

拙
稿
「
誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
の
片
影
―
文
書
か
ら
み
る
明
治
期
貸
本

屋
の
営
業
と
生
活
―
」（『
中
央
大
学
国
文
』
六
〇
号
、
中
央
大
学
国
文

学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

　

２　

長
友
千
代
治
著
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
二
年
）
四
五
頁
。

　

３　

注
２
前
掲
書
（
四
六
〜
五
〇
頁
）
お
よ
び
『
江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
一
三
四
頁
。

　

４　

濱
田
啓
介
「
馬
琴
を
め
ぐ
る
書
肆
・
作
者
・
読
者
の
問
題
」（『
近

世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
三
年
所
収
。
初
出
は
一
九
五
三
年
）。

　

５　

人
情
本
刊
行
会
叢
書
『
人
情
本
略
史
』（
人
情
本
刊
行
会
、

一
九
二
六
年
）。

　

６　

前
田
愛
「
出
版
社
と
読
者
―
貸
本
屋
の
役
割
を
中
心
と
し
て
」（『
前

田
愛
著
作
集
第
二
巻　

近
代
読
者
の
成
立
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年

所
収
。
初
出
は
一
九
六
一
年
）。

　

７　

彌
吉
光
長
著
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
三
巻
（
ゆ
ま
に

書
房
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。

　

８　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
諸
問
屋
仮
組
名
前
帳
』
四
巻
（811-19

）。

　

９　

井
上
隆
明
氏
は
『
改
訂

近
世
書
林
板
元
総
覧
』(

青
裳
堂
書
店
、

増
補

一
九
九
八
年)

に
お
い
て
、
西
島
長
孫
撰
『
歴
代
題
画
詩
類
絶
句
抄
』

と
酒
井
抱
一
編
『
光
琳
百
図
』（
求
版
本
。
原
版
は
文
化
一
二
年
刊
『
光

琳
百
図
』
前
編
二
冊
）
の
二
書
を
あ
げ
、
大
島
屋
の
活
動
時
期
を
文
化

一
〇
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
と
し
て
い
る
。

だ
が
、『
歴
代
題
画
詩
類
絶
句
抄
』
の
版
元
は
、『
割
印
帳
』
に
よ
れ
ば

大
島
屋
で
は
な
く
宝
翰
堂
堀
野
屋
儀
助
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ

う
に
明
治
三
〇
年
以
降
の
出
版
物
も
存
在
す
る
。

　

　

中
本
。
二
巻
二
冊
。
歌
川
国
芳
画
。
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
（L23

：

900

：6319

〜6320

）
の
奥
付
は
次
の
と
お
り
。「
文
化
十
二
乙
亥
歳

正
月
発
兌
／
江
戸
書
賈　

和
泉
屋
市
兵
衛
／
三
崎
屋
清
吉
／
中
村
幸
蔵

／
大
嶌
屋
伝
右
衛
門
梓
」。
な
お
、
本
書
の
見
返
し
・
口
絵
に
は
そ
れ

ぞ
れ
「
江
戸
書
賈　

文
耕
堂
梓
」「
板
元
文
耕
堂
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

が
当
時
大
島
屋
の
名
乗
っ
て
い
た
堂
号
か
ど
う
か
は
現
段
階
で
は
不
明

で
あ
る
。

　

　

い
ず
れ
も
活
版
印
刷
の
袖
珍
本
。
発
行
者
は
「
武
田
伝
右
衛
門
」、

発
行
所
は
「
文
永
堂
」。

　

12　

青
木
嵩
山
堂
の
廃
業
年
は
、
青
木
育
志
・
青
木
俊
造
著
『
青
木
嵩
山

13 11 10
堂
―
明
治
期
の
総
合
出
版
社
』（
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
総
合
研
究
所
、

二
〇
一
七
年
）
に
よ
る
。

　

　

貸
本
屋
が
版
元
と
な
り
出
版
を
行
う
事
例
に
つ
い
て
は
、高
木
元
「
江

戸
読
本
の
板
元
―
貸
本
屋
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
江
戸
読
本
の
研
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究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
所
収
。
初
出
は
一
九
八
八
年
）
に
詳

1421 20 19 18 17 15
し
い
。

16

　

　

半
紙
本
。
一
〇
巻
一
〇
冊
。
内
題
は
「
火
宅
罪
火
消
」。

　

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集　

一
八
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）。

　

　
『
天
保
雑
記
』
第
五
一
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
『
天
保
雑
記

（
三
）』
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
所
収
）。

　

　

四
葩
山
人
「
文
渓
堂
と
八
犬
伝
」（『
高
潮
』
三
号
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
〇
六
年
五
月
）。

　

　

東
京
書
籍
商
組
合
、
一
九
一
二
年
。

　

　
「
明
治
初
年
東
京
書
林
評
判
記
」（『
古
本
屋
』
三
号
、
荒
木
伊
兵
衛

（

マ

マ

）

書
店
、
一
九
二
七
年
所
収
）
に
は
、「
大
島
屋
伝
兵
衛
及
麹
町
古
本
屋

森
田
鉄
五
郎
其
外
丁
忠
、
丁
善
等
皆
こ
ゝ
の
出
身
也
」、「
紙
魚
の
跡　

浅
倉
屋
の
巻
（
一
）」（『
読
売
新
聞
』
一
八
四
六
三
号
、
一
九
二
八
年

七
月
二
五
日
）
に
は
「『
八
犬
伝
』
や
『
梅
暦
』
や
其
他
い
ろ
い
ろ
な

人
情
本
の
版
元
丁
子
屋
さ
ん
は
、
文
渓
堂
大
渓
半
兵
衛
と
い
つ
て
、
ず

ゐ
分
派
出
な
人
で
し
た
。
近
火
の
あ
つ
た
翌
朝
な
ど
力
士
や
役
者
が
見

舞
に
来
て
店
に
ゐ
た
の
で
、
大
に
人
目
を
引
い
た
も
の
で
す
。
大
伝
馬

（

マ

マ

）

町
二
丁
目
に
居
ら
れ
ま
し
た
、
大
島
屋
武
田
伝
兵
衛
、
麹
町
の
古
本
屋

森
田
鉄
五
郎
、
そ
の
他
、「
丁
忠
」「
丁
善
」
皆
こ
こ
の
出
身
で
す
」
と

あ
る
。

　

　
『
読
売
新
聞
』
一
八
四
六
六
号
（
一
九
二
八
年
七
月
二
八
日
）。

　

　

八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

　

　

浅
倉
屋
吉
田
久
兵
衛
「
和
本
屋
生
活
半
世
紀
の
思
い
出
」。

　

　

春
秋
園
瀧
川
編
・
佳
峰
園
等
栽
校
『
明
治
玉
簾
集
』（
明
治
二
二

〈
一
八
八
九
〉
年
刊
）
の
改
刻
改
題
本
。

　

　
『
斯
波
遠
説
七
長
臣
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
島
屋
伝

右
衛
門
出
版
書
目
年
表
稿
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
二
一
号
、「
書

物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
を
参
照
の

こ
と
。

　

　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
文
永
堂
文
渓
堂
蔵
販
目
録
』（E24:392

）

所
収
。
同
書
は
大
島
屋
伝
右
衛
門
・
丁
子
屋
平
兵
衛
・
加
賀
屋
源
助
ら

の
目
録
が
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
一
冊
に
合
冊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

　

中
本
、
と
く
に
文
政
期
の
人
情
本
を
大
島
屋
が
求
版
し
て
い
た
こ
と

は
、
注
６
前
掲
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

　

例
え
ば
、鶴
亭
秀
賀
作
『
安
矢
女
艸
』
初
―
四
編
（
安
政
五
―
六
年
刊
）

の
表
紙
に
は
菖
蒲
の
絵
、忠
臣
蔵
を
題
材
と
し
た
為
永
春
水
ほ
か
作
『
い

ろ
は
文
庫
』
初
―
一
八
編
（
天
保
七
―
明
治
五
年
刊
）
の
表
紙
に
は
大

石
内
蔵
助
の
家
紋
（
二
つ
巴
）
の
文
様
が
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
。

　

　

大
島
屋
が
処
女
香
の
製
剤
・
販
売
を
担
っ
て
い
た
こ
と
や
、
そ
の
販

売
時
期
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
度
中
央
大
学
国
文
学
会
で
行
っ
た

口
頭
発
表
「
大
島
屋
伝
右
衛
門
と
池
田
屋
清
吉
―
処
女
香
を
め
ぐ
る
版

2930 28 27 26 25 24 23 22
元
と
貸
本
屋
―
」
の
な
か
で
指
摘
し
た
。

　

　

中
野
三
敏
ほ
か
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

洒
落
本
・
滑
稽

本
・
人
情
本
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
二
一
頁
の
頭
注
。

　

　

注
４
前
掲
論
文
。
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31　

以
下
、
書
簡
の
引
用
は
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
一
巻
―
別
巻
（
八
木

3536 34 33 32
書
店
、
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
。

　

　
『
近
世
庶
民
生
活
史
料　

藤
岡
屋
日
記
』
四
巻
（
三
一
書
房
、

一
九
八
八
年
）
所
収
。

　

　

秋
山
高
志
著
『
近
世
常
陸
の
出
版
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
九
年
）

の
図
版
に
み
え
る
「
水
戸
青
柳
町
／
貸
本
問
屋
／
山
本
作
兵
衛
」
印
、

お
よ
び
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
今
昔
物
語
』（W

67-N
20

）
に
押
捺
さ

れ
た
「
水
戸
本
五
丁
目
／
貸
本
問
屋
／
山
本
作
兵
衛
」
印
に
よ
る
。

　

　

大
島
屋
が
貸
本
問
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注

前
掲
論
文
お
よ
び
前

田
愛「
明
治
初
期
戯
作
出
版
の
動
向
―
近
世
出
版
機
構
の
解
体
―
」（『
前

田
愛
著
作
集
第
二
巻　

近
代
読
者
の
成
立
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年

所
収
。
初
出
は
一
九
六
三
・
一
九
六
四
年
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

6

　

　

濵
田
啓
介
「
近
世
後
期
に
お
け
る
大
阪
書
林
の
趨
向
―
書
林
河
内
屋

を
め
ぐ
っ
て
」（『
近
世
文
学
・
伝
達
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
所
収
。
初
出
は
一
九
五
六
年
）
を
参
照
。

　

　

鈴
木
圭
一
「
人
情
本
の
全
国
展
開
―
洒
落
本
・
中
本
の
出
版
動
向

よ
り
」（『
中
本
研
究
―
滑
稽
本
と
人
情
本
を
捉
え
る
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
七
年
所
収
。
初
出
は
一
九
九
七
年
）。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
平
成
二
九
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
（
於
鹿
児
島
大
学
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
資
料
の

閲
覧
・
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
鈴
木
圭
一
氏
お
よ
び
各
機
関
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費　

課
題
番
号
：18J20862

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。

（
ま
つ
な
が　

り
ゅ
う
せ
い
／
中
央
大
学
（
院
）・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

【
図
１
】

【
図
３
】
初
み
ど
り
の
広
告

（
架
蔵
『
娜
真
都
翳
喜
』
三
編
）

【
図
２
】
処
女
香
の
広
告

（
架
蔵
『
娜
真
都
翳
喜
』
三
編
）

【
図
４
】
貸
本
屋
へ
向
け
た
広
告

（
架
蔵
『
娜
真
都
翳
喜
』
三
編
）
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【別表】

地
域

印
記

印
主

書
名

所
蔵

請
求
記
号

表
紙
処
女
香

初
み
ど
り

蔵
版
目
録

備
考

釜亦 釜屋亦兵衛 花街鑑 架蔵 ○ ○
紙徳 紙屋徳八 三国一夜物語 京都大学文

学研究科図
書館

国文学/浜
田啓介文庫
Pg/92

求版本。見返しに「東
都書林　文永堂梓」と
ある。

近嘉 近江屋嘉兵
衛

女大学 初―
後編

国立国会図
書館

京乙-68 ○ 蔵版目録による仮の判断。
［山形］両国 大重 春色辰巳園

初―四編
東京大学国
語研究室

A4/0383 ○ ○

江
戸

京橋／村田／太刀
売

花暦八笑人
三編追加下

鈴木圭一氏 ○ 大島屋版。

錦耕堂 山口屋藤兵
衛

春色英対暖
語 巻四

鈴木圭一氏 ○ ○ ほか 1顆（｢［山形に吉］三新｣）。
貸本 松寿堂 大黒屋平助 質屋雀 初―

二編
国文学研究
資料館

ﾅ4-245-1～4 大島屋版。

貸本商 芝区西久保
／八幡町二十一番
地／大野屋金七

大野屋金七 花暦八笑人
初―五編

国文学研究
資料館

ﾅ4-11-1～6
○ ○

明治期の目録あり。

東京［丸形に本］牛
込細工町／貸本所
／池田屋清吉

池田屋清吉 縁結月下菊 国立国会図
書館

208-714
○ ○

求版本。

亀武 亀屋武助 春色辰巳園
巻九

架蔵 ○ ○ ほか 1顆（｢大勝｣）。

京
都

富山堂 廓雑談 初―
三編

東京大学国
語研究室

A4/0305/1
～3 ○ ○

京鮹富角／安井 風見種 初―
三編

東京大学国
語研究室

4L/130/1～
3 ○ ○ ほか 1顆（｢貸本安井

｣）。
貸本安井 娜真都翳喜

初―四編
国文学研究
資料館

54-229-1～4 ○ 大島屋版。

[ 丸形に十 ] 具重 具足屋重兵
衛

春色辰巳園
巻一

架蔵 ○ ○ ほか 1顆（｢具重｣）。

三木与 三木屋与助 花名所懐中
暦 三編中

架蔵 ○ ○

本亦 本屋亦兵衛 清談松の調　
初―四編

架蔵 ○ 大島屋版。ほか 2顆
（｢なら久｣ ｢吉田屋｣）。

大
坂

万かし本／南久宝寺
町壱丁目／布屋佐七

布屋佐七 其小唄恋情
紫 二編

東京大学国
語研究室

A4/0348 ○ ○ ほか 1顆（｢文秀堂｣）。【図４】を備える。
書林 大阪塩町／三
休橋北／山本与助

山本与助 春色英対暖
語 初―五編

東京大学国
語研究室

4L/78/1ｰ
14 ○ ○ ○

三休橋通／博労町
南／山本勘助

山本勘助 清談松の調　
四編

早稲田大学
図書館

ﾍ13 03229
0002 ○

）。

大島屋版。ほか 1顆
（｢書林 大阪塩町／
三休橋北／山本与助」

柏精 柏原屋清右
衛門

春色梅児誉
美 初―四編

立命館大学
ARC

hayBK03-
0822-01～
12

○ ○ ○ ○
ほか２顆（｢鴻安｣「本
熊」）。

陸
奥
国

嵩文堂 大塚屋長兵
衛

花暦八笑人
四編下

鈴木圭一氏 ○ ○

弘前／［入山形に
二］樽沢／百石町

秋色絞朝顔
四編

弘前市弘前
図書館

W913.54/
42 ○ ほか 1顆（｢本亦｣）。

磐城平／飯田商店
／壱丁目

清談松の調
初―四編

鈴木圭一氏 ○ ほか 1顆（｢飯田｣）。
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出
羽
国

羽前／［山形に一］
万屋／大山

春色英対暖
語

国文学研究
資料館

ﾅ4-199-23～
27 ○ ○ ○

出羽［曲尺形に入と
一］山形／尾関／
鉄炮町

花筺 初―五
編

東京大学国
語研究室

A4/0174
○

米沢粡町／高田屋
仙松

契情肝粒志
前―後編

専修大学図
書館

000/Z00/
M2507.1～4 ○ 蔵版目録による仮の判断。

山形／［山形に二］
小松屋／十日町

春色辰巳園
巻十

鈴木圭一氏 ○ ○

秋田［山形にイ］茶
町扇之丁／貸本所
／伊藤源吉

伊藤源吉 清談和歌緑
三編

鈴木圭一氏
○

上茶屋町／日新堂／
弐丁目

花暦八笑人
初―四編追
加

岐阜大学図
書館

913.55/17.8
/25430 ○ ○

羽州山形／［入山形
に二］加藤屋／三日
町

契情肝粒志 国文学研究
資料館

ﾅ4-692-1～
15 ○

羽州［丸形に藤］置
場郡／藤屋／大町
上

恩愛二葉艸
三編 上

鈴木圭一氏
○ ○

加
賀
国

金沢区御歩町／テカ
／かし本所／ナス／
二番丁廿五番地

寺田屋 廓雑談 初―
三編

東京都立中
央図書館

477-31
○ ○

ほか 1顆（｢桜渓｣）。

越
後
国

書林 北越□□□／
東江堂／川村屋勘
兵エ

川村屋勘兵
衛

貞操婦女八
賢誌 四輯 巻
二

鈴木圭一氏
○ ○ ○

越後／石川平助／
寺泊

石川平助 花暦八笑人
初―五編

東京大学国
文学研究室

近世
/36･11/21 ○ ○

和漢御書物所／越
後柴田上町／新津
屋木治兵衛

新津屋木治
兵衛

娜真都翳喜
初―三編

架蔵
○ ○

ほか３顆（｢小田嶋｣
「濱崎」「新発田／青
林堂／蔵書記」）。

若
狭
国

松本 文明堂 処女七種　
初―七編

東京大学国
語研究室

A4/0031 ○ 求版本。

坂喜 坂本屋喜一
郎

廓雑談 上 鈴木圭一氏 ○ 蔵版目録による仮の判断。
常
陸
国
粗毛［山形にス］ 三日月阿専

前―後編
架蔵 ○ 求版本。

上
野
国

上州 [曲尺形に大 ]
二軒在家／石原／
金銀不用

質屋雀 初編
上

架蔵 大島屋版。

武
蔵
国

横浜書林 紀伊国屋 春色梅児誉
美 巻六

弘前市弘前
図書館

W913.54
/16 ○ ○

横浜／［山形に高
一］高橋屋／相生
二

花街寿々女 玉川大学学
術情報図書
館

w913.54/ｻ
○ ○

上田書林 宮島舎 宮島舍喜兵
衛

珍説豹之巻 架蔵 ○ 表紙による仮の判断。

信
濃
国

信上／［一つ引きに
三つ星］大藤／塩
尻

春色伝家の
花 初―四編

架蔵
○ ○ ○

玉壺堂 浜屋為吉 春色梅美婦
祢 二編

東京大学国
語研究室

A4/0378 ○ ○ 【図４】を備える。

慶林堂／高美記 高美屋甚左
衛門

春色英対暖
語 初―五編

早稲田大学
図書館

ﾍ13 03076 ○ ○

甲
斐
国
甲府／玄々堂／三井 花暦八笑人

初―五編
早稲田大学
図書館

ﾍ13 03094 ○ ○
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遠
江
国
掛川［山形に万］金
銀／山崎／不用

契情肝粒志
後編上

鈴木圭一氏 ○ 蔵版目録による仮の判断。
尾
張
国
熱田神戸町／竹葉
堂／笹屋徳右エ門

笹屋徳右衛
門

三日月阿専
前編

架蔵 ○ 求版本。表紙による仮
の判断。

伊
豆
国
豆州三島市ヶ／原町
盈緗堂／朝日仲次郎

朝日仲次郎 花暦八笑人
五編下之巻

鈴木圭一氏 ○ 大島屋の蔵版目録（明治期）を備える。

紀
伊
国

若山／京屋福之助
／書林

京屋福之助 廓雑談 三編
上

鈴木圭一氏 ○ ○

湯浅／橋義／中町 貞烈竹の節
談 中

鈴木圭一氏 ○ ○ ほか 1顆（｢若山／坂本屋喜市郎／書林｣）
若山／坂本屋喜市
郎／書林

坂本屋喜市
郎

貞烈竹の節
談 中

鈴木圭一氏 ○ ○ ほか 1顆（｢湯浅／橋義／中町｣）

伊
勢
国

松阪［丸形に加］お
しろい町／本屋嘉助

本屋嘉助 軒並娘八丈
四編 中

鈴木圭一氏 ○ 求版本か。

勢州／ [山形に久 ]
柏屋久七／松阪

柏屋久七 春色梅児誉
美　三編 中

関西大学図
書館

L24/11-
2-B/3 ○ ○ ○

近
江
国

江州／［方形に十］
西川勝助／八幡

西川勝助 春色伝家の
花 初―五編

早稲田大学
図書館

ﾍ13 02925
○ ○ ○

ほか 1顆（｢八幡魚屋
町／万国書籍所／西
川勝助｣）。

八幡魚屋町／万国
書籍所／西川勝助

西川勝助 春色伝家の
花 初―五編

早稲田大学
図書館

ﾍ13 02925
○ ○ ○

ほか 1顆（｢江州／
［方形に十］西川勝
助／八幡｣）。

播
磨
国
播中［曲尺形にモ］
中嘉

娜真都翳喜
四編

架蔵 ○ 大島屋版。

岡山［山形に二］浜
田町／貸本所／中
嶋屋

娘太平記操
早引 初―四
編

鈴木圭一氏
○ ○

備
中
国

岡山橋本町／御書
物所／片上屋孫兵
衛

片上屋孫兵
衛

春色辰巳園
巻九

鈴木圭一氏
○ ○

ほか 1顆（｢玉泉堂 岡
山橋本町北側／貸本
所／片上屋孫兵衛｣）。

玉泉堂 岡山橋本町
北側／貸本所／片
上屋孫兵衛

片上屋孫兵
衛

春色辰巳園
巻九

鈴木圭一氏
○ ○

ほか 1顆（｢岡山橋本
町／御書物所／片上
屋孫兵衛｣）。

備
後
国
備後府中加藤書肆 春色玉襷 初

―三編
架蔵 ○ 表紙による仮の判断。

安
芸
国

広島［井桁形に□］
播磨屋町北側／書
籍処／井筒屋出店

清談松の調
中

鈴木圭一氏
○ ○

伊
予
国

イヨ［山形に圭］松
山本町三丁目／貸本
所／野中栄三郎

野中栄三郎 仇競今様櫛　
初―三編

早稲田大学
図書館

ﾍ13 02922
○ ○

ウワ［丸形に加］廉
伝

合世鏡 初―
三編

お茶の水女
子大学附属
図書館

913.5/N76/
1（1）～1（9）○ ○

ほかに貸本屋高橋伝吉
による注意書きが貼付さ
れている。

筑
前
国
筑前国／親愛社／
山家駅

春色梅児誉
美 初―四編

架蔵 ○ ○ ○

肥
後
国

熊本県　山鹿町／
万屋／坂口

貞操婦女八
賢誌 四編

関西大学図
書館

L24/11-
112-A/4-1
～2 ○

ほか 1顆（｢肥後山鹿
町／和漢書籍／同文
具類／井出郡太｣）。
大島屋の蔵版目録（明
治期）を備える。

肥後山鹿町／和漢
書籍／同文具類／
井出郡太

井出郡太 貞操婦女八
賢誌 四編

関西大学図
書館

L24/11-
112-A/4-1
～2 ○

ほか 1顆（｢熊本県山
鹿町／万屋／坂口｣）。
大島屋の蔵版目録（明
治期）を備える。
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